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第３章 プロジェクトの内容 

 

3.1 第二次コリバートン給水計画事業化調査の概要 

コリバートン給水計画については 2005 年 11 月より 2006 年 6 月にかけて基本設計調査

が実施され、以下の計画が策定された。 

表 3.1 コリバートン給水計画の内容 

期 分類 項目 仕様 

水源井戸 

(既存井戸改修) 

• 57 番集落井戸ポンプ場: 井戸ポンプ交

換(1台)、非常用発電機設置（1基） 

浄水場 
• 56 番集落浄水場： 緩速ろ過池、配水池、

高架タンク、配水ポンプ、塩素消毒機、

非常用発電機、ポンプ・塩素消毒機・発

電機用建屋、管理事務所/倉庫 

導水管 
• 57 番集落井戸ポンプ場から 56番集落浄

水場間：798.0m 

施設建設 

配水本管 
• 56 番集落浄水場から 57番集落接続点

間：798.0m 

• 56 番集落浄水場から 67番集落接続点

間：7,038.0m 

１ 

機材調達 水道メーター タービン式積算流量計 8400 個 

水源井戸 

(既存井戸改修) 

• スプリングガーデン井戸ポンプ場: 井

戸ポンプ交換(1台)、非常用発電機設置

（1基） 

• クイーンズタウン井戸ポンプ場: 井戸

ポンプ交換(1台)  

浄水場 
• クイーンズタウン浄水場： 緩速ろ過池、

配水池、高架タンク、配水ポンプ、塩素

消毒機、非常用発電機、ポンプ・塩素消

毒機・発電機用建屋、管理事務所/倉庫 

導水管 
• スプリングガーデン井戸ポンプ場からク

イーンズタウン浄水場間：4,332.0m 

• クイーンズタウン井戸ポンプ場からクイ

ーンズタウン浄水場間：100.0m 

施設建設 

配水本管 
• クイーンズタウン浄水場からスプリング

ランズ接続点間：1,805.0m 

• クイーンズタウン浄水場からクラブウッ

ズクリーク接続点間：5,830.0m 

2 

ソフトコンポ

ーネント 

緩速ろ過池の運転、維持管理の技術移転 

この結果に基づき、第 56 番集落浄水場とその関連水道施設建設および水道メーターの

調達を内容とする「コリバートン給水計画（1/2 期）」（供与限度額：6.51 億円）の交換
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公文が 2006 年 7 月 24 日に締結され、2008 年 3 月に竣工した。クイーンズタウン浄水

場とその関連水道施設建設およびソフトコンポーネントの実施を内容とする「コリバー

トン給水計画（2/2 期）」（供与限度額：7.25 億円）は 2007 年 6月 25 日に交換公文が締

結され、詳細設計を経て 2008 年 1 月に入札が実施されたが、入札は不調となり、工期

上の制約から再入札が実施できなかったため、2008 年 4 月にソフトコンポーネントが

完了した段階で中止となった。 

このため、予定していた 2/2 期分の工事（表 3.1 の網掛けされていない部分）を平成

20年度に第二次コリバートン給水計画として実施すべく、本事業化調査を実施した。 

本事業化調査では、既存の設計・積算を見直しを目的として以下の調査を行った。 

● プロジェクトを取り巻く環境の変化の確認 

GWI との協議により基本設計後の上位計画、先方実施体制、他ドナーの動向に

変化がないか、どのような変化があったかを確認した。また、GWI の第 1期施

設供用開始後の経験を通じて基本設計からの変更すべき点があるかを確認し

た。 

● サイト現況調査 

浄水場建設用地、導水管・配水幹線敷設予定経路に土地使用形態に変化がない

かを確認した。 

● 施工計画調査 

建設工事や資機材調達に係る「ガ」国の一般状況、地域特性、制度上の留意点

を確認するとともに、詳細設計時に策定した施工監理計画、品質管理計画、施

工計画上特に問題がないかを確認した。 

● 積算関連調査 

詳細設計以降に市場動向に変化が生じ、見直しが必要となると思われる単価に

ついて調査した。特に、燃料代、輸送費の価格変化、木杭の価格変化、調達事

情に留意した。 

この結果、プロジェクトを取り巻く環境、サイト現況に変化はなく、また、施工計画の

変更を必要とするような状況の変化もないことが確認されため、施設計画の基本方針、

基本計画、基本設計、施工計画、相手側分担事業、運営・維持管理計画はコリバートン

給水計画の内容を基本的に踏襲することとした。 

一方、市場動向については世界的な建設ブーム、油価の高騰の影響を受け、建設資機材、

燃料費、輸送費の変動が予想されたため、単価調査を実施し、その結果をもとに概算事

業費の積算を行なった。 
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3.2 事業化調査結果 

3.2.1 1/2期施設の運転状況について 

本計画の目的の一つは着色、臭味の問題を起こしている高い鉄濃度の地下水から鉄分を

除去することであった。原水中の鉄バクテリアの存在が確認できたことから、緩速ろ過

を適用し、鉄バクテリアにより鉄分を除去することとした。運転開始以降、約 8ヶ月が

経過しているが、処理水の鉄分濃度は常に 0.1mg/ｌ以下（鉄分の目標濃度、0.3mg/ｌ

以下）で鉄バクテリアが有効に機能していることが確認できた。したがって、クイーン

ズタウン浄水場の処理方式も緩速ろ過が適切であるということが実証された。 

3.2.2 漏水対策の現状について 

本計画ではGWIの設計基準に基づき一人 1日あたりの水使用量を180㍑として施設を計

画している。しかしながら、GWI の運転記録によればプロジェクト対象区域の現在の給

水量は 500 l/人/日 と計算され、配水過程での漏水、利用者の無駄使いが、水量、圧

力不足の主要な原因と推定された。こうした状況下で本プロジェクトを実施し、日平均

給水量 180 l/人/日で給水した場合には、明らかに水不足が起こることが懸念される。

したがって、本プロジェクトが所定の効果を発現するためには漏水対策が実施されるこ

とが前提条件となっていた。 

GWIは 1/2期に調達された水道メーターの設置を進め、さらにその設置作業に並行して、

漏水箇所の発見、発見された漏水の修理を行なっている。事業化調査現地調査時点では

対象区域の約 2/3 でメーター設置、漏水修理が完了していた。この結果、漏水量が著し

く減少したと考えられ、すでに 1/2 期対象区域では 180 l/人/日の給水量で水量、水圧

不足は起こらず、十分な給水が行なわれえていることが確認できた。 

したがって、GWI が事業化調査対象区域においても 1/2 期対象区域と同様なメーター設

置、漏水修理を行なうことにより、プロジェクトの目的を達成できることが確認された。 

3.3 基本設計調査からの変更点 

3.3.1 クイーンズタウン浄水場設計の軽微な変更 

GWI は 1/2 期で建設された 56番集落浄水場の運転を 2008 年 3月より開始し、本事業化

調査現地調査時点で約 8ヶ月の運転経験を積んでいた。緩速ろ過池の掻き取り頻度が当

初想定した頻度より高いため、作業量が多くなり労働量の軽減のため、本事業化調査対

象のクイーンズタウン浄水場の設計にあたり、軽微な変更を要請した。(添付資料－4、

テクニカルノート参照）変更の可否について検討し、変更点を概算事業費積算に反映さ

せることとした。GWI の要請、検討結果を表 3.2 に示す。 
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表 3.2 浄水場設計の変更の要請と検討結果 

GWI の要請 検討結果 

洗砂ピット、乾燥ピットの周辺を洗砂時に泥濘

になることを避けるために、コンクリート、ま

たは砂利等を敷き詰める。 

コンクリート、または砂利とする。（図面、仕

様書上で特に指定をいていないので、設計変更

なし） 

運搬を容易にするために洗砂ピット、乾燥ピッ

トの距離を短くするか、連続にする。 

両ピットの間隔を 50cm とする。（数量変更な

し） 

ろ過池の清掃時に可搬式の水中ポンプによる

排水を行なっているが、現施設ではコンセント

が 1箇所のため、長いキャプタイアでつないで

いるのでん、過池 1 池毎にコンセントをつけ

る。 

新しい施設ではろ過池が 4池になるので、２池

毎に 1個のコンセントをつける。（設計変更）

洗砂用のホースは 40mm か 50mm とする。 50mm に設計変更。(仕様変更） 

掻き取りした砂を容易に運び出せるよう、ガー

ドレールに各池毎に扉をつける。 

ガードレールを設置する。（設計変更） 

排水ピットの蓋を軽いものにする。 鉄製にする。（仕様変更） 

乾燥ピットの排水口をグランドレベルよりも

う少し高くする。 

可能な限り高くする。(設計変更） 

ろ過池の水位がわかるようにろ過池に水位計

をつける。 

ろ過池壁にペンキで水位標を描く。 

高架水タンクの上に航空警告燈をつける。 コリバートン滑走路との関連からこの要望が

出されたが、その後、航空当局から特に必要と

いう見解は出されず、必要ないことを確認し

た。 

高架水槽出口に圧力計をつける。 今後の配水管理上、あるに越したことはない

が、必須ではない。必要になった時点で GWI が

自己資金でつけることとした。 

3.3.2 事業実施の方法について 

本プロジェクトは単年度で実施する。 

3.3.3 基本計画 

基本計画には基本設計から基本的に変更点はないが、ここでは事業化調査対象分を記載

する。 

(1) 全体計画（目標年・給水量） 

2015 年を目標年次として、2015 年の給水区内の人口は 36,598人とした。うち事業化調

査対象地域人口は 21,791人である。 

給水原単位は GWI の設計基準、180 リッター/人/日1を採用し、また、同じく GWI の日最

大、時間最大係数（それぞれ、日平均給水量に対して、1.4 および 1.8）を採用し、2015

年の計画日平均給水量、計画日最大給水量、計画時間最大給水量を以下のとおりとする。

（斜字は施設計算の基礎として採用する値） 

                                                  

1 GWI 設計基準の給水原単位、180 リッター/人/日は家庭用水 120 リッター/人/日、商業用水 15リッター/人/日、無収

水を全体の 25%として計算している。一人一日あたりの給水量は 120+15+0.25ｘ＝ｘでｘ＝180 リッター/人/日、無収水

＝45リッター/人/日となる。 
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日平均需要量： 6,588m3/日 

6,600m3/日 

日最大需要量： 9,223m3/日 

9,300m3/日、 うち事業化調査対象：5,500 m3/日 

  

時間最大需要量： 11,858m3/日 

11,900m3/日、 うち事業化調査対象：7,030 m3/日 

(2) 施設計画 

施設位置図を図 3.1示す。 

1）水源井戸 

浄水場水源井戸は揚水ポンプを必要揚水量、揚程に合致した能力のポンプに交換し、非

常用電源を設置する。浄水場水源としない井戸については起こり得る給水量不足等の非

常時の運転に備えるために、予備井とする。水源井戸の施設計画は表 3.3 に示すとおり

である。 

表 3.3 水源井戸の施設計画 

井戸名 プロジェクト完成後の機能 

非常用電源の

設置 

揚水ポンプ 

交換 

吐出量(m3/分) 2.08

揚程(m) 65
スプリングガーデン

井戸 

クイーンズタウン 

浄水場用水源 
150kVA 

出力(kW) 37

吐出量(m3/分) 1.74

揚程(m) 40
クイーンズタウン 

井戸 

クイーンズタウン 

浄水場用水源 
150kVA 

出力(kW) 18.5

2）導水管 

導水管はすべて公道下に埋設する。管径は国産で対応できる口径 250mm を最大として、

日最大給水量に対応する導水量と必要揚程（井戸の水位低下、摩擦損失、浄水場での必

要残圧の合計）を算出し、揚水ポンプの容量をできるだけ小さくするように決定した。 

表 3.4 導水管の管径、長さ 

浄水場名 導水管 材質 口径(mm) 長さ（ｍ） 

スプリングガーデン井戸から浄水

場まで 
硬質塩ビ 250 4,332 

クイーンズタウン 
クイーンズタウン井戸から浄水場

まで 
硬質塩ビ 200 100 

3）浄水場 

浄水場の設計にあたって基本的な考え方を以下に示す。 

① 浄水場の容量は日最大給水量で計画し、鉄バクテリア使用の緩速ろ過方式であ

るから逆洗浄工程は無い。したがって、場内施設での水使用量を考慮しないも

のとする。 

② ｢水道施設設計指針(日本水道協会 2000 年)｣では、ろ過速度は４～５m/日を基 
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既存井戸
ポンプ場（PS)

導水管

凡　　例

接続点

浄水場

配水本管

0 1 2 3 km

クイーンズタウン 浄水場

クイーンズタウン

 井戸ポンプ場

スプリングランズ
接続点

スプリングガーデン

 井戸ポンプ場

クラブウッド

接続点

調
査

区
域

ベナブ PS

フレンドシップ PS

スプリングガーデンPS

N

No. 57 PS

スプリングランズPS

クイーンズタウンPS

ラインパス PS

クラブウッド PS

コリバートン

市街地

51番集落

モレソンクリーク

 

図 3.1 施設位置図（クイーンズタウン浄水場：事業化調査対象） 
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準としていることから、本計画におけるろ過速度は５m/日を基準とする。同設

計指針ではろ過池数は予備を含め 2池以上、また、水質が良好な場合のろ過速

度を最大８m/日としており、本計画でのろ過池数は４池とし、予備池は設けず

1池休止の場合でも 7m/日を越えないものとする。 

③ 配水池は日最大給水量に対して、8時間分の滞留時間容量とする。 

④ 高架タンクは時間最大給水量に対して、1時間分の滞留時間容量とする。 

⑤ 高架タンクへの揚水ポンプは、時間最大給水量に対応できる容量を持つ。 

⑥ 塩素消毒は、次亜塩素酸ソーダーが現地で入手できない関係から、塩素ガス使

用とする。また塩素ガス漏洩に対する備えをする。各浄水場の施設計画を表

3.5 に示す。現況地盤高さは＋16.95mで、計画地盤高さは 750mm 盛土して、＋

17.70m とした。ろ過池、配水池、高架タンク、建屋には必要な支持杭を打設

するものとする。 

表 3.5 浄水場施設計画 

浄水場名 配水区域 容量 施設内容 

クイーンズタウン

浄水場 

給水人口： 

21,600 人 

給水区域：74 番集落から

モレソンクリーク 

日最大：5,500m3/日 

時間最大：7,030m3/日 

緩速ろ過池、配水池 

高架タンク、揚水ポンプ 

塩素消毒装置、塩素ガス溶

解ポンプ、砂洗浄・貯留槽、

非常用発電機、水質試験キ

ット、流量計、変圧器、各

建屋等 

各施設の容量計算書を表 3.6 に示す。 

表 3.6 容量計算書 

施設名 クイーンズタウン浄水場 

着水井 

15 分の滞留時間とする 

必要容量＝3.819m3／分×15 分＝57.3m3 W6.0m×L3.6m×H3.1m（有効水

深:2.65m） 

緩速ろ過池 

ろ過速度＝5.0m／日とする 

必要ろ過池面積＝5,500m3／日÷5.0m／日＝1,100m2 

ろ過砂厚：0.7m＋砂利層 0.5m＝1.2m 

ろ過水深＝1.2m 

余裕高さ＝0.5m 

集水装置は多孔管を使用する 

緩速ろ過池深さ＝2.9m 

W14.0m×L20.0m×H2.9m（有効水深:2.4m）×4池 

1 池休止時ろ過速度＝6.5m／日 

配水池 

8 時間の滞留時間とする 

必要容量＝229.2m3／時×8時間＝1,834m3 

水深＝3m とすると 

必要面積＝1,834m3÷3m＝612m2 

W10.0×L30.6m×H3.7m(有効水深:3.0m) x 2 池 

揚水ポンプ 

常用 2台、予備 1台とする 

容量＝4.882m3／分÷2＝2.44m3／分 

揚程＝29.0m 

軸動力 L=0.163×1.0×2.44× 

29.0／0.73＝15.80kW 

原動機出力 P=15.8×1.15＝18.17kW  22kW とする 
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高架タンク 

1 時間の滞留時間とする 

必要容量＝292.9m3／時×1.0 時 293m3 

水深=2.6m の円筒形とすると直径 12m×高さ 3.0m（有効水深＝2.6m） 

高架タンクの底盤高さ：25.0m 

消毒装置 

塩素ガス使用とする 

注入率＝1.0mg／ｌ とする 

5,500m3／日×1.0mg／ｌ＝5.5kg／日 

ブースターポンプ：0.08m3/分×43m×2.2kW×2 台（予備 1台） 

塩素漏洩の際の防護処置をする 

流量計 
タービン式流量計を配水本管の数にあわせて 2基設置する 

計測範囲＝0～400m3／時 

4）配水本管 

既存の配水管ネットワークを最大限活用すべく、各浄水場の高架タンクの高さ、既存配

水管への接続点及び配水本管の口径を計画した。結果を表 3.7 に示す。 

管径の決定にあたっては、口径 250mm以下であれば国産の PVC管が使用できる点にも配

慮した。 

表 3.7 配水本管施設計画 

浄水場名 高架タンク 管番号 口径(mm) 接続点 延長(m) 

No.3 Φ250 スプリングランズ 1,805クイーンズタウン

浄水場 

容量：293m3 

高さ：25.0m No.4 Φ250 クラブウッドクリーク 5,830

3.3.4 基本設計図 

第二次コリバートン給水計画プロジェクトの施設建設に係る基本設計図面リストを以

下に示し、図面を添付資料-６にまとめる。 

図面番号 図面名 

001 プロジェクト全体 全体平面図 

013 クイーンズタウン浄水場 一般図 

014 クイーンズタウン浄水場 フローダイアグラム 

015 クイーンズタウン浄水場 平面図 

016 クイーンズタウン浄水場 水位高低図 

017 クイーンズタウン浄水場 緩速ろ過池 平面図 

018 クイーンズタウン浄水場 緩速ろ過池 断面図 

019 クイーンズタウン浄水場 配水池 平面図 

020 クイーンズタウン浄水場 配水池 断面図(1) 

021 クイーンズタウン浄水場 配水池 断面図(2) 

022 クイーンズタウン浄水場 高架タンク 

3.3.5 施工計画 

施工計画に変更はないが、事業化調査対象計画に固有の施工上の留意点、事業化調査対

象計画の実施工程を以下に示す。 
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 (1) 施工上の留意点 

<アクセス道路> 

浄水場建設用地は公道に面し、導水管、配水本管は公道内に敷設される。しかしながら、

幹線道以外はいずれも未舗装であるため、施工にあたっては、以下の改修が必要になる。 

• クイーンズタウン浄水場： 幹線道からの進入道（660m）は特に問題はない。ただ

し、浄水場用地より約 100m 付近にかかった木橋は重

量車両に耐えられるように補強が必要である。また、

浄水場用地は幅約 5m の水路に囲まれているため、水

路を埋めて敷地への取り付け道路を作ることが必要

である。なお、この水路は用地の全周を囲っているの

で、取り付け道路で一部を埋めても反対方向に排水は

可能なので、浸水等の問題は起こさない。 

• 導配水管敷設： 導配水管敷設についてはアクセス道路はすべて現状

の道路の使用が可能である。浄水場近傍においては既

設配水管（アスベスト管）埋設部分での工事となるた

め手掘り等十分な注意が必要である。 

<商業密集地区> 

スプリングガーデン井戸ポンプ場からクイーンズタウン浄水場への導水管の一部、クイ

ーンズタウン浄水場から既存配水管への配水本管の一部はコリバートン市街地の約3km

に敷設される。この地域は商店、事務所が連担し、路肩は駐車、商業活動に使われてい

る。敷設工事期間中は路肩部分の使用が困難になる。工事区間を 1日で掘削、埋設、埋

め戻しが終わるように分割して周辺住民に対する影響を最小限に抑えるようにするが、

事前に十分な住民説明を行い工事の必要性を理解させ、協力を得られるようにすること

が必要である。 

(2) 実施工程 

図 3.2 に示す。
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3.4 プロジェクトの概算事業費 

本事業化調査対象事業の概算事業費は以下のとおりである。 

3.4.1 協力対象事業の概算事業費 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は 8.52 億円と見積もられる。 

(1) 日本側負担経費 

先に述べた我が国と「ガ」国との負担区分に基づくと、本計画を日本の無償資金協力に

より実施する場合に必要となる日本側負担事業費の総額は約 8.44 億円となる。その内

訳は次表に示す通りである。 

表 3.8 日本側負担経費総括表 
概算総事業費 約 844.1 百万円

費 目 概算事業費(百万円) 

既存井戸改修工事 非常用発電機、井戸ポンプ等 33.3 

浄水場建設工事 
緩速ろ過池、配水池、高架タンク、

塩素消毒装置、揚水ポンプ等 
589.1 施

設 
導水管・配水本管工

事 

掘削、管路敷設、埋戻し、舗装復

旧 
160.2 

782.6

実施設計･施工監理 61.5

概算事業費(合計) 約 844.1 百万円

なお、上記概算事業費は即交換公文上の供与限度額を示すものではない。 

(2) 「ガ」国側負担経費 

「ガ」国側負担経費は表 3.9 に示す通りで、負担事項は GWI の所有地や職員の参加によ

り実施されるものがほとんどであるが、電力の引き込みはガイアナ電力公社への発注が

必要であり、水道メーター設置は業者に外注する必要があり経費が発生する。 

表 3.9 「ガ」国側の負担経費総括表 
(単位:百万円)

項  目 経費(百万円) 「ガ」国側 

(1) 仮設用地の確保 - 住宅･水省の土地のため無償 

(2) 浄水場用地の確保 - 住宅･水省の土地のため無償 

(3) 浄水場用地の伐開(クイーンズタウン浄水場

用地のサトウキビの伐開) 
- GUYSUCO が伐開 

(4) 既設井戸ポンプ場の用地内の整理、搬入路の

確保 
- 移動運転員または保管員が行う。

(5) 浄水場水源用井戸ポンプ場内の非常用発電

室、備蓄燃料用地の確保 
- 既存の井戸施設用地内に確保可能

(6) 地下埋設物の情報提供及び掘削時の立会い - 移動運転員または保管員が行う。

(7) 既設管と新設管との接合時の協力(工事立会

いと断水の連絡) 
- 移動運転員または保管員が行う。

(8) フラッシングと水圧試験用水の提供 - GWI の給水を使う。 

(9) 塩素消毒時の作業協力 - 保管員が手配。 

(10)必要施設までの電力の引き込み工事 0.540 ガイアナ電力公社に発注。 

(11) 1/2 期調達機材（水道メーター）の設置 0.918 漏水対策プログラムで実施 

合 計 1.458  

「ガ」国税制によると、無償資金協力で調達される資機材に係る付加価値税(VAT)およ
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び輸入関税等については免税措置される。 

(3) 積算条件 

<積算時点> 

平成 20 年 7月 

<為替交換レート> 

・ 1USD = 105.81 円 

・ 1GYD = 0.54 円 

3.4.2 運営･維持管理費 

(1) 生産費 

生産費は、以下の費目を計上した。 

• 人件費 

• 電力費 

• 薬品費 

• 修繕費 

• 減価償却費 

プロジェクト完成後は 3つの水源井戸からの原水を 2つの浄水場で処理し、既存配水管

を通じて配水するが、現状では漏水が多いため、漏水対策が効果を発現するまでの一定

の期間（3年間を想定）は浄水場の水源とはならない既存井からの補給も必要になると

予想されるため、プロジェクト施設と既存井戸を同時に運転する期間についての生産費

も算出した。 

1）人件費 

プロジェクト完成後は 4 名のプラント運転員

が増員される。プラント運転員はグレード DS1

（給与 35,470GYD/月）2を適用した。4名、12

ヶ月で 1,702,560GYD/年となる。 

ただし、プロジェクト施設の運転には新規採

用のプラント運転員だけがかかわるのではな

く、Division 5 全体がかかわるので、GWI 

Division 5 の総人件費を Division 5全体に対

する計画対象区域の顧客数の比(14％)で按分

してプロジェクト施設の人件費に加えた。表

3.10 に GWI Division 5 の総人件費の推計結果

を示す。 

プロジェクト地域の顧客数の比で按分するとプロジェクト地域が受け持つ Division 5

                                                  

2 GWI の俸給表による。俸給表ではひとつのグレードに範囲があるので平均値を適用した。 

表 3.10 GWI の人件費推定結果 

グレード 人数 月給（GYD) 年間人件費

M2 1 188,064 2,256,768

M1 3 144,664 5,207,904

SS3 0

SS2 4 71,475 3,430,800

SS1 1 54,893 658,716

DS1 35 35,470 14,897,400

DS2 1 44,337 532,044

合　計 41 26,983,632

注：人数は 2005 年 11 月現在。月給は GWI 俸給

表の各グレード平均値 
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の人件費は 3,777,708GYD/年となる。したがって、プロジェクト固有の人件費

1,702,560GYD/年を加えるとプロジェクトの総人件費は 5,480,268GYD/年となる。 

2）電力費 

電力費は各ポンプの運転時間から計算した。 

プロジェクト完成後は浄水場の水源となる 2つの井戸の井戸ポンプ、浄水場の揚水ポン

プ 2台、浄水場の塩素注入ポンプ 1台がシステム全体のポンプであるが、漏水対策の効

果が発現するまでの期間は、既存井戸の井戸ポンプ及び既存井戸に設置される塩素注入

ポンプが加わる。表 3.11 に 2 つのケースの電力費を算出したが、既存井戸を運転する

場合にはプロジェクト施設のみの電力費に比べ約 1.5倍の電力費がかかる。 

3）薬品費 

薬品費は塩素注入率を 1ppm として塩素代を計上した。プロジェクト完成後の日平均水

量は 3,900m3、塩素の単価はローズホール浄水場の実績（Division 5 からの聞き取り）

を参考に 358GYD/Kgとして計算すると 150千 GYG/年である。 

4）修繕費 

修繕費はポンプ、発電機、制御盤、ろ材、FRP等の機材費の合計（約 82百万円）の 1％

を年間の修繕費とした。 

建設費（152百万 GYD）x 1％ ＝ 1.5百万 GYD/年 

表 3.11 電力費 

ケース 施設 ポンプ
運転時間

（Hr/日)

出力

（kW)

電力費単価

（GYD/kWh）

年間電力費

（GYD)

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ井戸ポンプ 17.1 37 52 12,038,743

ｸｲｰﾝｽﾞﾀｳﾝ井戸ポンプ 17.1 18.5 52 6,019,371

揚水ポンプ 13.3 44 52 11,134,933

塩素注入ポンプ 13.3 2.2 52 556,747

29,749,794

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ井戸ポンプ 17.1 37 52 12,038,743

ｸｲｰﾝｽﾞﾀｳﾝ井戸ポンプ 17.1 18.5 52 6,019,371

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾗﾝｽﾞ井戸ポンプ 6 30 52 3,416,400

ｸﾗﾌﾞｳｯﾄﾞｸﾘｰｸ井戸ポンプ 6 90 52 10,249,200

揚水ポンプ 13.3 44 52 11,134,933

塩素注入ポンプ 13.3 2.2 52 556,747

43,415,394

水源井戸*

（浄水場水源）
プロジェク
ト完成、漏
水対策完了

後

プロジェクト
完成、漏水
対策未完了
で水源井戸
以外から水
量の補充が
ある場合

水源井戸*

（浄水場水源）

水源井戸***

（浄水場水源以外）

合計

合計

Queenstwon

浄水場**

Queenstwon

浄水場**

 

運転時間：*は日最大と日平均水量の比、**は時間最大と日平均水量の比から運転時間を設定。***は既存ポンプは 12 時

間運転であるが、水量の補充の場合には全部を運転する可能性は少ないので、6時間運転するとした。 

5）減価償却費 

原価償却費は資産評価額 1,445百万 GYD（事業費から設計監理費を除いた金額を評価額

とした。）、償却年数 50 年、残存価値 10％として定額法で算出した。 

1,445百万 GYD × 0.9 ÷ 50  

＝ 26百万 GYD/年 

ただし、無償資金協力の事業費を資産の評価額にするのは必ずしも適切ではないし、償

却年数についても施設別に異なるので、本計算値はあくまでも参考値である。 
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6）生産費合計 

以上より生産費合計は表 3.12 のとおりである。 

表 3.12 生産費 
（1000GYD/年） 

ケース 人件費 電力費 薬品費 修理費
減価 

償却費

合計 

カッコ内は減価償却費含まず

プロジェクト完成、漏水

対策完了 
5,480 29,750 510 1,500 26,000

63,240 

(37,240) 

プロジェクト完成、漏水

対策未完了で水量補充

のために浄水場水源と

しないポンプも運転。 

5,480 43,415 510 1,500 26,000
76,905 

(50,905) 

 

(2) 料金収入 

プロジェクト地域では約 9.5％に水道メーターが設置されているが、従量料金は適用さ

れずすべて定量料金が適用されているといわれている3。プロジェクト地域内での料金

徴収資料がないため表 3.13 の方法で料金収入を推定した。 

表 3.13 プロジェクト地域内の料金収入推計 

顧客数**
定額水道料金

（GYD/年）*

料金収入

（GYD/年）

858 25,440 21,827,520

低所得 2,661 4,500 11,974,500

高所得 708 14,400 10,195,200

4,227 43,997,220合計

住宅

小規模営業

顧客分類*

 
*:GWI の Tariff 表による。 

**:本調査の社会状況調査による。自営サービス業を「小規模営業」とし、残りを「住宅」

とし、さらに月収 6万 GYD 以上を高所得、6万未満を低所得とした。 

GWI の 2004年の損益計算書によれば GWI全体（顧客数 157,503）の料金収入は 2,059,610

千 GYD で、顧客数で按分するとプロジェクト地域の料金収入は 55,271千 GYD となる。

表 3.13 の推定値は GWI の料金収入の按分値より 20％小さいが、ジョージタウンのある

Division 3 などと比べ、Division 5、特にプロジェクト地域は経済活動が小さく、小

規模営業、高所得者の比率が小さいと予想されることから料金収入推定値は妥当な数値

と考えられる。 

一方、GWI の料金体系では従量料金制度がある。従量料金制度では一般住宅には 1m3あ

たり 58GYD が適用される。仮にプロジェクト地域内の全顧客にこの料率が適用されると

仮定し、さらに GWI が想定する水使用原単位 135 l/人/日（原単位は 180 l/人/日であ

るが、25％の漏水を想定しているので、顧客が実際に使用する水量は 135 l/人/日）を

適用すると、料金収入は、 

31,643(2005 年の推計人口)×135 l/人/日÷1000×58GYD/m3×365 日＝50,339,931GYD/

                                                  

3 GWI Division 5 での聞き取り結果。 
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年 

となる。 

GWI は現在 10％の料金値上げを申請中であるが、これが認められれば定量料金制で

48,400千 GYD/年、従量制で 55,400千 GYD/年の料金収入が期待できる。 

(3) 収支バランス 

上記の検討による生産費と料金収入の比較を表 3.14 に示す。 

漏水対策が完了した場合には、従量制を適用して 10％の値上げをした場合で、料金収

入は減価償却費を含めた生産費をやや下回る。しかしながら、減価償却費計算において

資産評価額が多めに計上されている可能性が高いため、実際の減価償却費は小さくなる

と予想され、料金収入はほぼ生産費を賄うことができると判断できる。生産費に占める

減価償却費の比率が高いため(約 41％)、資産評価の方法によっては現行料金でも生産

費をまかなえる可能性もある。 

表 3.14 料金収入と生産費の比較 

収入(1000GYD/年) 生産費(1000GYD/年) 

減価償却費を含む 63,240 
現行の従量制料金に

よる 
50,340 

プロジェクト完成時

漏水対策も完了して

いる場合 減価償却費を含まない 37,240 

減価償却費を含む 76,905 
10％値上げ後の従量

制料金による 
55,400 

プロジェクト完成後

も漏水対策が充分で

なく浄水場水源以外

の井戸の運転が必要

な場合 
減価償却費を含まない 50,905 

一方、漏水対策が完了せず、浄水場水源となる井戸以外の運転を続けた場合には電気代

が大きいため、生産費は料金収入を大幅に上回る。 

収支の健全化のためにも漏水対策を早急に完了することが必要である。 

(4) 支払い可能額の検討 

社会状況調査結果によれば、給水サービスの質が改善されれば、現在の支払額より平均

で 10％増加する支払い意思が示された。 

仮に従量制料金が適用され、料率が 10％増加して 63.8GYD/m3になると、平均的な家庭

（4.1 人/家庭）では、月当たりの水道料金が 1,059GYD となる。社会状況調査によるプ

ロジェクト地域内の月収は平均で 42,700GYD/月、中央値で 39,000GYD/月で、水道料金

は月収の 2.5 から 2.7％となり、支払いは可能と考えられる。 
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3.5 協力対象事業実施に当っての留意事項 

① 浄水場建設用地造成工事の早期着工 

本プロジェクトの対象区域は 5、6月およびその前後の大雨季と 11 月から翌 3 月までの

小雨季があり、その他の期間にも降雨があり、降雨を避けた工期設定は困難である。し

たがって、降雨の影響を最も強く受ける浄水場建設用地の造成工事は雨季を避けて設定

し、その他の工事は雨季中も実施するものとする。 

予想される日程では大雨季開始前に造成工事を完了させるには無理があるが、工事着工

後 1 ヶ月以内に造成工事を完了させなければならない。そのためには、「ガ」国側が工

事契約直後に浄水場用地、仮設用地の使用に係る許認可の取得、仮設電力の引き込みを

完了させ予定どおりに工事を開始する必要がある。 

用地がすでに住宅・水省の所有、管理下にあり、特段の問題は予想されないが、事務手

続きを円滑に進めることが必要である。 

仮設電力の引き込みについては、すでにプロジェクト施設運転のための電力線引き込み

に関して GWI とガイアナ電力公社の間で協議が進められているが、本電力の引き込みを

繰り上げることも含めて工事開始までに完了させることが必要である。 

② 浄水場運転要員の確保 

「ガ」国側は本プロジェクト完了までに新たに浄水場の運転要員（4名）を確保してお

く必要がある。 

③ 水道メーターの設置 

第 1 期にて本プロジェクト分も含めた 8400個の水道メーターを既に調達しており、プ

ロジェクトはこの水道メーターが設置され、従量制料金が適用されること等により、漏

水対策効果が発現することを前提にしている。 

「ガ」国側は 1/2 期施設引渡し後速やかにメーター設置を開始している。本プロジェク

ト実施中に事業化計画対象地域でのメーターを設置を継続することが必要である。 

④ コリバートン市街地住民への配慮 

本プロジェクトは主要施設である浄水場が人家から離れたところに建設されること、導

水管、配水本管も比較的交通量が少なく、沿道も民家と農地が混在する道路に敷設する

ので、これらの工事が住民に与える影響は限定的である。また商店等が連但し商業活動

の妨げになると思われるコリバートンの市街地部（約 3km）は裏通りへの配管となる。

ただし、民家沿いであるため工区を短く区切ることにより 1日程度で工事がすべて完了

するようにするが、住民の協力は不可欠である。プロジェクトの内容、意義、工事予定

等を住民に周知し、協力を得られるようにすることが必要である。 
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第４章 プロジェクトの妥当性の検証 

 

4.1 プロジェクトの効果 

本プロジェクトの現状と問題点、及び本プロジェクトの実施により期待される直接及び

間接効果は下表のように整理される。 

表 4.1 プロジェクト実施による効果と現状改善の程度 

現状と問題点 

本プロジェクトでの対策 

(協力対象事業) プロジェクトの効果･改善程度 

直接効果 

1. ・ コリバートン地区では 8箇所

の水源井戸の揚水ポンプから

配水管を通じて利用者に直接

給水されている。電気代を削減

するため揚水ポンプは各ポン

プ場とも朝6時から夜6時まで

の 12 時間運転を原則としてい

る。このため、夜間には給水が

停止、貯留能力を持たない直接

送水であるため、給水時間中で

も使用量が多くなると給水水

圧が下がり、水が出なくなると

いう量的な問題がある。 

・ 水質的には塩素消毒を行って

いないため給水中に大腸菌群

が検出されることが多く、病原

菌による汚染のリスクが高い。

原水の鉄分濃度が高く無処理

で給水されるため、異臭味、洗

濯物の着色等快適性を損ねて

いる。 

・ 水道メーターも設置率が低く

（約 10％）使用量に応じた水

道料金を徴収できない。 

・ 既存井戸の改修、浄水場、

配水池、高架タンクを建設

する。 

 

・ 浄水場を設置することにより、

大腸菌群が検出されなくなり、

病原菌汚染のリスクが下がる。

・ 給水中の鉄分濃度が 0.3mg/l

以下になり異臭味がなくなり、

洗濯物も着色しなくなる。  

・ 24 時間運転になり、配水池が

設置されることに 24 時間連続

給水が可能となる。 

・ 高架タンクが設置されるため

給水域の末端でも充分な水圧

が確保され 2 階の給水栓でも

水が出るようになる。 

・ 全利用者に水道メーターが設

置され、水使用量に応じた料金

が徴収されＧＷＩの収入が増

加する。（設置される水道メー

ターは、1/2 期で調達したもの

である。） 

 

間接効果 

1. ・ 細菌汚染による消化器系疾病

のリスクが高い。 

・ 安全な水が安定して給水さ

れる。 

・ 疾病リスクが低下する。 

2. ・ 使用者の節水意識が形成され

ない。 

・ 水使用量が把握されておらず、

漏水管理が弱い。 

・ 使用量の計量が可能にな

る。 

・ 利用者に節水意識が芽生え無

駄水がなくなる。 

・ 水使用量が的確に把握される

ようになり、漏水量の把握が可

能となり、漏水箇所の発見も容

易になり、漏水管理が進歩す

る。 

4.2 課題･提言 

本プロジェクトにおいて建設される水道施設が所定の効果をあげ、施設がプロジェクト

完了後も持続的かつ円滑に維持管理され、｢ガ｣国における給水事業が持続的に継続され
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るためには、以下に示す事項について｢ガ｣国側の主体的な取り組みが求められる。 

(1) 漏水管理の早期実施 

本プロジェクトではGWIの設計基準に基づき一人1日あたりの水使用量を180㍑として

施設を計画している。しかしながら、GWI の運転記録によればプロジェクト対象区域の

現在の給水量は 500 l/人/日 と計算され、配水過程での漏水、利用者の無駄使いが、

水量、圧力不足の主要な原因と推定された。こうした状況下で本プロジェクトを実施し、

日平均給水量 180 l/人/日で給水した場合には、明らかに水不足が起こることが懸念さ

れる。したがって、本プロジェクトが所定の効果を発現するためには漏水対策が実施さ

れることが前提条件となり、その実施が担保されることがプロジェクト実施の条件とな

っている。 

漏水対策についてはGWIが1/2期対象区域すでに漏水対策プログラムを開始しているの

で、本プロジェクトの実施工程に合わせてプロジェクト対象地区で漏水対策の効果が発

現されるよう漏水対策プログラムを継続することが強く求められる。 

(2) 塩素消毒の励行 

上記の漏水対策が予定通り実施されれば、その効果が短期間で発現することが 1/2 期対

象区域の経験から明らかになった。しかしながら、短期間といえども水不足解消のため

に既存井戸から給水する場合には必ず塩素消毒装置を設置し、塩素消毒を励行すること

が必要である。 

(3) 調達水道メーターの設置 

1/2 期対象区域ではプロジェクトにより調達された水道メーターの設置が開始され、そ

れに伴い漏水箇所の発見、修理が並行して実施され、漏水量の減少が確認されている。

本事業化調査対象区域である第二次コリバートン給水計画対象区域でも同様にメータ

ー設置が迅速に行なわれることが望まれる。 

(4) 従量料金制の導入 

従量制料金の適用は水道料金収入の増加と利用者の使用量に対する意識向上による節

水効果が期待できる。本調査ではプロジェクト対象地域で従量制料金を適用すれば、現

在の定額制による料金収入の 20％増になると試算された。1/2 期対象区域ではメーター

設置と同時に従量制料金の適用が始まっているが第二次コリバートン給水計画対象区

域でも同様の措置が望まれる。 

4.3 プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトは以下の点から、我が国の無償資金協力として妥当性を有する。 

・ 本プロジェクトは｢ガ｣国のコリバートン地区の全住民を裨益対象とするもので、裨

益人口は 2015年 36,600 人（うち事業化調査対象区域の人口、21,600 人）で、全人

口の飲料水の安全性と、快適性を確保し、日常生活に必要な水圧を保ち 24 時間連続

給水を可能として、住民の生活環境の向上に寄与する。 

・ 本プロジェクトにおいて建設される水道施設は、GWI により維持管理されるが、1/2
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期プロジェクトで建設された第 56 集落浄水場は、第 2/2 期プロジェクトで実施され

たソフトコンポーネントによる緩速ろ過維持管理の技術移転を経て順調に運転され、

維持管理が可能であることが実証されている。 

・ 調達する水道メーターについて GWI はすでに設置計画、修理、校正計画を作成して

いるので、予定通り設置され、維持管理されるものと考えられる。 

上述のとおり第 1/2 期対象区域では予定通りに水道メーターの設置が進んでいるの

で、メーター設置は計画通りに行なわれると考えられる。 

・ 本プロジェクトは、GWI 事業認可条件であるサービスの質向上の一環として実施さ

れる。 

・ 地下水揚水は既存の揚水量より減少する、浄水場用地の取得の必要がない、騒音を

発生させる機器を使用しないことから環境面での悪影響はない。 

4.4 結 論 

本プロジェクトは、前述のような効果が期待されると同時に、本プロジェクトが｢ガ｣

国、特にコリバートン地区の住民の衛生環境・生活環境の改善に寄与するものであるこ

とから、我が国の無償資金協力を実施することの妥当性が確認された。また、建設する

水道施設の運営・維持管理については技術的な水準としては問題がないことが確認され

た。本プロジェクトが所定の効果を挙げるには、調達する水道メーターを早期に全利用

者に設置し、従量制料金制度を適用するとともに、現在実施中の漏水管理対策を推進し、

漏水監視体制、迅速な漏水修理体制を確立して漏水量を減少させることが必要であるが、

これらについてもすでに GWI はその一部を実施していることが確認されている。 
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10 8 1
11 8 2
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13 8 4 BW424 (GEO/POS) 1030/1140
AA1668 (POS/MIA) 1455/1850

14 8 5 JL5837(MIA/JFK)

15 8 6 JL00 1625
16 8 7
17 8 8 GWI

18 8 9 BW424 (GEO/POS) 1030/1140
AA1668 (POS/MIA) 1455/1850

19 8 10 JL5837(MIA/JFK)

20 8 11 JL00 1625
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